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四 半 期 報 告 書

１ 本書は四半期報告書を金融商品取引法第27条の30の２に規定する開

示用電子情報処理組織(EDINET)を使用し提出したデータに目次及び頁

を付して出力・印刷したものであります。

２ 本書には、上記の方法により提出した四半期報告書に添付された四

半期レビュー報告書及び上記の四半期報告書と同時に提出した確認書

を末尾に綴じ込んでおります。
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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次

第80期
第１四半期
連結累計期間

第81期
第１四半期
連結累計期間

第80期

会計期間
自 2018年４月１日
至 2018年６月30日

自 2019年４月１日
至 2019年６月30日

自 2018年４月１日
至 2019年３月31日

売上高 （百万円） 78,666 72,076 327,794

経常利益 （百万円） 4,577 1,204 20,992

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

（百万円） 2,724 872 12,872

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 2,302 2,989 9,968

純資産額 （百万円） 155,133 162,069 161,511

総資産額 （百万円） 243,415 258,028 251,185

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 56.91 18.35 268.79

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） 56.82 18.35 268.50

自己資本比率 （％） 59.4 58.2 59.9

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につきましては、記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

につきまして、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

（車体プレス部品事業）

持分法適用関連会社であったユーエムコーポレーションの株式を追加取得したことにより、当第１四半期から連結

の範囲に含めております。

株式取得：ユーエムコーポレーション （連結子会社）

この結果、2019年６月30日現在では、当社グループは、当社、子会社23社及び関連会社10社により構成されること

となりました。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

なお、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因につきましては、前事業年度の有価証券報告書「第２ 事

業の状況」「３ 経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」に記載のとおりでありま

す。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当社グループの当第１四半期連結累計期間の連結業績は、売上高につきましては、得意先の減産及び為替影響等

により720億円（前年同期比65億円減、8.4％減）となり、営業利益は12億円（同30億円減、71.2％減）となりまし

た。経常利益は為替差益が差損に転じたこと等により12億円（同33億円減、73.7％減）、親会社株主に帰属する四

半期純利益は８億円（同18億円減、68.0％減）となりました。

セグメントの経営成績を示すと、次のとおりであります。

① 日本

得意先の減産影響等により売上高は208億円（前年同期比39億円減、16.0％減）となり、セグメント損失（営

業損失）は３億円（前年同期は22億円の利益）となりました。

② 米州

販売用型設備の売上増等により売上高は249億円（前年同期比13億円増、5.9％増）となったものの、セグメ

ント利益（営業利益）は生産台数が減少したこと等により２億円（同５千万円減、17.0％減）となりました。

③ 欧州

得意先の減産影響及び為替影響等により、売上高は77億円（同22億円減、22.0％減）となり、セグメント損

失は５億円（前年同期は１億円の損失）となりました。

④ アジア

為替影響等により、売上高は185億円（前年同期比18億円減、8.9％減）となったものの、セグメント利益は

合理化効果等により18億円（同１億円増、5.9％増）となりました。

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、現金及び預金が51億円、受取手形及び売掛金が55億円それぞれ

減少したものの、たな卸資産が33億円、有形固定資産が107億円、無形固定資産が17億円それぞれ増加したこと等に

より、前連結会計年度末に比べ68億円増の2,580億円となりました。

負債につきましては、長短借入金が62億円増加したこと等により、前連結会計年度末に比べ62億円増の959億円と

なりました。

純資産につきましては、利益剰余金が５億円減少し、自己株式が16億円増加したものの、為替換算調整勘定が17

億円、非支配株主持分が10億円それぞれ増加したこと等により、前連結会計年度末に比べ５億円増の1,620億円とな

りました。自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ1.7ポイントマイナスの58.2％となりました。
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(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は15億円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

３ 【経営上の重要な契約等】

当社は、2019年５月14日開催の取締役会において、当社の持分法適用関連会社であるユーエムコーポレーションの

株式を追加取得し子会社化することを決議し、2019年５月31日付で株式譲渡契約を締結いたしました。

詳細につきましては、「第４ 経理の状況 １ 四半期連結財務諸表 注記事項（企業結合等関係）」に記載のとお

りであります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 74,000,000

計 74,000,000

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2019年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2019年８月６日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 47,991,873 47,991,873
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数
100株

計 47,991,873 47,991,873 － －

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2019年４月１日～
　2019年６月 30日
（注）

46,900 47,991,873 32 10,168 32 10,795

（注）新株予約権（ストック・オプション）の権利行使による増加であります。

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2019年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

(自己保有株式)
－ －

普通株式 950,300

(相互保有株式)
－ －

普通株式 60,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 46,967,500 469,675 －

単元未満株式 普通株式 14,073 － －

発行済株式総数 47,991,873 － －

総株主の議決権 － 469,675 －

② 【自己株式等】

2019年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）

ユニプレス株式会社
神奈川県横浜市港北区
新横浜一丁目19番20号

950,300 － 950,300 1.98

（相互保有株式）

株式会社サンエス
静岡県藤枝市岡部町
岡部1200

50,000 － 50,000 0.10

カナエ工業株式会社
静岡県富士宮市
万野原新田3680-9

10,000 － 10,000 0.02

計 － 1,010,300 － 1,010,300 2.10

(注) 自己保有株式につきましては、上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000

株（議決権の数10個）あります。なお、当該株式数は、「① 発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」欄に含まれておりま

す。

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2019年４月１日から2019年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表

につきまして、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 31,605 26,414

受取手形及び売掛金 46,092 40,501

たな卸資産 26,976 30,334

その他 8,373 10,660

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 113,047 107,910

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 28,668 30,119

機械装置及び運搬具（純額） 53,694 56,483

土地 7,211 7,256

建設仮勘定 20,021 21,838

その他（純額） 12,245 16,886

有形固定資産合計 121,842 132,585

無形固定資産 2,821 4,584

投資その他の資産

投資有価証券 6,880 5,980

その他 6,603 6,977

貸倒引当金 △9 △8

投資その他の資産合計 13,473 12,948

固定資産合計 138,137 150,118

資産合計 251,185 258,028

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 31,673 32,492

電子記録債務 3,803 4,557

短期借入金 12,339 17,634

未払法人税等 1,793 903

賞与引当金 3,226 1,465

その他の引当金 95 32

その他 21,790 21,207

流動負債合計 74,723 78,292

固定負債

長期借入金 810 1,776

その他の引当金 223 150

退職給付に係る負債 7,406 7,567

その他 6,509 8,172

固定負債合計 14,950 17,666

負債合計 89,673 95,959
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 10,136 10,168

資本剰余金 13,465 13,498

利益剰余金 141,654 141,144

自己株式 △22 △1,660

株主資本合計 165,234 163,150

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △346 △405

為替換算調整勘定 △8,323 △6,575

退職給付に係る調整累計額 △6,084 △6,116

その他の包括利益累計額合計 △14,754 △13,097

新株予約権 25 －

非支配株主持分 11,006 12,016

純資産合計 161,511 162,069

負債純資産合計 251,185 258,028
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

売上高 78,666 72,076

売上原価 68,068 64,421

売上総利益 10,598 7,654

販売費及び一般管理費 6,294 6,414

営業利益 4,303 1,240

営業外収益

受取利息 227 333

受取配当金 32 50

為替差益 29 －

持分法による投資利益 11 －

受取賃貸料 74 89

その他 80 75

営業外収益合計 456 549

営業外費用

支払利息 127 130

貸与資産減価償却費 46 66

為替差損 － 296

持分法による投資損失 － 77

その他 9 15

営業外費用合計 183 585

経常利益 4,577 1,204

特別利益

固定資産売却益 7 10

新株予約権戻入益 1 8

段階取得に係る差益 － 1,210

特別利益合計 8 1,229

特別損失

固定資産処分損 6 64

特別損失合計 6 64

税金等調整前四半期純利益 4,578 2,369

法人税等 1,594 1,228

四半期純利益 2,984 1,140

非支配株主に帰属する四半期純利益 260 268

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,724 872
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

四半期純利益 2,984 1,140

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △87 △56

為替換算調整勘定 △727 1,950

退職給付に係る調整額 259 △31

持分法適用会社に対する持分相当額 △126 △14

その他の包括利益合計 △682 1,848

四半期包括利益 2,302 2,989

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,917 2,528

非支配株主に係る四半期包括利益 384 460
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第１四半期連結会計期間において当社の持分法適用関連会社であったユーエムコーポレーションの株式を追加

取得したことにより、同社を連結の範囲に含めております。

(会計方針の変更)

（米国会計基準 ASU 第2014-09号「顧客との契約から生じる収益」の適用）

米国連結子会社において、当第１四半期連結会計期間より、米国会計基準 ASU 第2014-09号「顧客との契約か

ら生じる収益」を適用しております。当該会計基準の適用が当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽

微であります。

この結果、従来の会計基準を適用した場合と比較して、当第１四半期連結会計期間末の四半期連結貸借対照表

において、「受取手形及び売掛金」が391百万円増加し、「流動負債」の「その他」に含まれております「返金負

債」が391百万円増加しております。

（IFRS第16号「リース」の適用）

米国を除く在外連結子会社において、当第１四半期連結会計期間よりIFRS第16号「リース」を適用しておりま

す。これにより、リースの借手は、原則としてすべてのリースを貸借対照表に資産及び負債として計上すること

といたしました。IFRS第16号の適用につきましては経過的な取扱いに従っており、会計方針の変更による累積的

影響額を当第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に計上しております。

この結果、当第１四半期連結会計期間末の「有形固定資産」が1,053百万円増加し、流動負債の「その他」が

296百万円及び固定負債の「その他」が801百万円増加しております。

当該会計基準の適用が当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

また、利益剰余金の当期首残高は64百万円減少しております。

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

（税金費用の計算）

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

(四半期連結貸借対照表関係)

　保証債務

金融機関からの借入金に対する債務保証

（単位：百万円）
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

当社及び連結子会社の従業員 47 44

その他 8 7

計 56 52
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のと

おりであります。

（単位：百万円）
前第１四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日

　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日

　至 2019年６月30日)

減価償却費 4,541 4,609

のれんの償却額 27 －

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月21日
定時株主総会

普通株式 1,555 32.50 2018年３月31日 2018年６月22日 利益剰余金

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

当第１四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月20日
定時株主総会

普通株式 1,318 27.50 2019年３月31日 2019年６月21日 利益剰余金

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

当社は、2019年５月14日開催の取締役会決議に基づき、自己株式944,800株（取得価額1,638百万円）を取得いたし

ました。この取得等により、当第１四半期連結会計期間末の自己株式は1,660百万円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２日本 米州 欧州 アジア 計

売上高

外部顧客への売上高 24,804 23,516 9,993 20,352 78,666 － 78,666

セグメント間の内部売上
高又は振替高

4,061 8 0 472 4,542 △4,542 －

計 28,865 23,524 9,993 20,824 83,208 △4,542 78,666

セグメント利益又は損失
（△）

2,276 304 △124 1,714 4,170 132 4,303

(注) １. 調整額は、セグメント間取引消去であります。

２. セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２日本 米州 欧州 アジア 計

売上高

外部顧客への売上高 20,845 24,900 7,791 18,538 72,076 － 72,076

セグメント間の内部売上
高又は振替高

4,135 91 0 510 4,737 △4,737 －

計 24,980 24,991 7,791 19,049 76,813 △4,737 72,076

セグメント利益又は損失
（△）

△392 252 △570 1,815 1,104 135 1,240

(注) １. 調整額は、セグメント間取引消去であります。

２. セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（企業結合等関係）

　取得による企業結合

当社は、2019年６月15日付で持分法適用関連会社であるユーエムコーポレーションの株式を追加取得し、子会社

化いたしました。

(1) 企業結合の概要

　① 被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称 UM CORPORATION S.A.S.（ユーエムコーポレーション）

事業の内容 車体プレス部品事業

　② 企業結合を行った主な理由

ユーエムコーポレーションは、当社グループの欧州大陸における主要な生産拠点であり、今後の欧州事業の充

実を図る上で重要な役割を担っていく拠点と位置づけております。

このたび、当社グループの欧州における事業基盤を強化し、投資判断、開発・生産対応を機動的に行うため、

同社を子会社化することを決定いたしました。

　③ 企業結合日

　 2019年６月15日

　④ 企業結合の法的形式

　現金を対価とする株式の取得

　⑤ 結合後企業の名称

　変更はありません。

　⑥ 取得した議決権比率

　取得直前に所有していた議決権比率 40％

　 企業結合日に追加取得した議決権比率 20％

　 取得後の議決権比率 60％

　⑦ 取得企業を決定するに至った主な根拠

　当社が現金を対価として株式を取得したためであります。

(2) 四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

被取得企業の四半期会計期間の末日と当第１四半期連結決算日との差異は３ヶ月を超えないため、当第１四半

期連結累計期間におきましては貸借対照表のみを連結しており、四半期連結損益計算書に被取得企業の業績は含

まれておりません。

(3) 被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

企業結合直前に保有していた持分の企業結合日における時価 2,360百万円

追加取得に伴い支出した現金 1,180百万円

取得原価 3,541百万円

(4) 被取得企業の取得原価と取得するに至った取引ごとの取得原価の合計額との差額

段階取得に係る差益 1,210百万円
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(5) 発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

　① 発生したのれんの金額

　 1,773百万円

なお、上記の金額は暫定的に算定された金額であります。

　② 発生原因

取得原価が企業結合時の時価純資産額を上回ったため、その超過額をのれんとして計上しております。

　③ 償却方法及び償却期間

投資効果の発現する期間を見積もり、合理的な期間で均等償却する予定であります。なお、投資効果の発現す

る期間については、現在算定中であります。

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

項目

前第１四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日

至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日

至 2019年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 56.91円 18.35円

(算定上の基礎)

親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

2,724 872

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

2,724 872

普通株式の期中平均株式数(株) 47,866,360 47,516,293

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 56.82円 18.35円

(算定上の基礎)

普通株式増加数(株) 76,418 22,032

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜
在株式で、前連結会計年度末から重要な変動があ
ったものの概要

－ －
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(重要な後発事象)

（子会社の設立）

当社は、2019年７月８日開催の取締役会において、中国（武漢）に子会社を設立することを決議いたしました。

（１）設立の目的

中国は世界最大の自動車市場となっており、今後も拡大が予想される中、各国の自動車メーカーが生産拡大して

おります。当社は既に広州、鄭州および大連に生産拠点を有しておりますが、ルノー・日産・三菱アライアンスを

はじめとする武漢地区の自動車メーカーとのビジネス拡大を図るべく、武漢に子会社を設立することといたしまし

た。

（２）子会社の概要

①会社名 ユニプレス武漢会社

　 （英語名：UNIPRES WUHAN CORPORATION）

②所在地 中華人民共和国 湖北省 武漢市

③資本金 22,000千米ドル

④大株主 ユニプレス（中国）会社 100％

⑤事業内容 車体用プレス部品の製造及び販売

⑥設立 2019年８月（予定）

⑦操業開始 2021年３月（予定）

⑧投資額 60億円（予定）

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

2019年８月５日

ユニプレス株式会社

取締役会 御中

有限責任監査法人トーマツ

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 原 田 誠 司 印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 高 島 稔 印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているユニプレス株式

会社の2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(2019年４月１日から2019年６

月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行

った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ユニプレス株式会社及び連結子会社の2019年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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【表紙】

【提出書類】 確認書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2019年８月６日

【会社名】 ユニプレス株式会社

【英訳名】 UNIPRES CORPORATION

【代表者の役職氏名】 代表取締役 社長執行役員 吉澤 正信

【最高財務責任者の役職氏名】 取締役 専務執行役員 森田 幸彦

【本店の所在の場所】 神奈川県横浜市港北区新横浜一丁目19番20号

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

(東京都中央区日本橋兜町２番１号)
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１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

当社代表取締役 社長執行役員 吉澤 正信及び取締役 専務執行役員 森田 幸彦は、当社の第81期第１四半期（自

2019年４月１日 至 2019年６月30日）の四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されてい

ることを確認いたしました。

　

２ 【特記事項】

確認に当たり、特記すべき事項はありません。
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